
日
本
最
初
の
洋
式
病
院
は
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
開
院
の
長
崎

養
生
所
で
、
蘭
医
ポ
ン
。
ヘ
に
よ
っ
て
正
式
の
医
学
教
育
が
始
ま
っ

た
。
ボ
ン
・
へ
は
各
藩
か
ら
集
っ
た
医
学
生
に
、
西
洋
医
学
の
実
地
の

ほ
か
、
薬
学
生
が
な
か
っ
た
の
で
、
薬
室
に
て
処
方
菱
調
剤
を
も
行

わ
せ
た
。
特
に
栄
養
学
の
講
義
を
行
っ
た
記
録
は
な
い
。
後
任
の
ボ

ー
ド
ゥ
ィ
ン
も
、
ポ
ン
・
へ
同
様
で
あ
っ
た
。
長
崎
に
学
ん
だ
医
学
生

は
、
西
洋
医
学
で
は
、
医
師
は
調
剤
で
き
る
と
思
っ
た
に
違
い
な

い
。
医
学
生
は
各
地
に
帰
り
、
医
薬
兼
業
の
西
洋
医
学
を
広
め
、
幕

府
の
医
学
所
、
大
学
東
校
、
東
京
帝
大
で
も
医
薬
兼
業
の
西
洋
医
学

が
引
き
続
き
行
わ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
附
属
医
院
で
は
、
明
治
四
一

年
勅
令
に
よ
る
薬
局
長
の
発
令
ま
で
医
薬
兼
業
の
西
洋
医
学
が
続
い

た
。

明
治
と
な
り
、
ポ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
浪
華
仮
病
院
（
国
立
大
阪
医
学
校

医
学
校
に
お
け
る
栄
養
学
教
育
の

始
ま
り
（
明
治
六
年
・
大
阪
）中

室
嘉
祐

病
院
）
へ
移
っ
た
。
同
校
は
明
治
五
年
、
全
国
的
な
学
制
改
革
に
よ

り
廃
校
と
な
っ
た
。
洋
式
病
院
の
再
建
を
望
む
熱
心
な
府
民
の
寄
附

金
を
基
に
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
二
月
一
五
日
府
立
大
阪
病
院

が
開
設
さ
れ
、
廃
校
と
な
っ
た
国
立
大
阪
医
学
校
病
院
よ
り
高
橋
正

純
が
院
長
に
、
藺
医
エ
ル
メ
レ
ン
ス
匂
日
①
凰
易
が
教
師
に
就
任

し
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
指
導
に
よ
り
日
本
最
初
の
、
完
全
な
病
院
規
則

で
あ
る
「
阪
府
病
院
各
局
規
則
・
病
院
給
食
規
則
」
が
で
き
た
。
医

局
と
対
等
の
薬
局
規
則
に
よ
り
、
医
局
で
発
行
す
る
入
院
外
来
処
方

菱
の
調
剤
を
薬
局
長
の
管
理
す
る
薬
局
で
行
い
、
す
な
わ
ち
日
本
で

最
初
の
完
全
な
病
院
医
薬
分
業
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
毎
朝
八
時
、
エ

ル
メ
レ
ン
ス
の
蘭
語
に
よ
る
医
学
講
義
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
講
義

録
は
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
講
述
、
日
講
記
聞
双
書

と
し
て
薬
物
学
、
産
科
学
、
病
原
各
論
、
外
科
各
論
、
医
事
雑
報
等

と
し
て
、
大
阪
府
は
広
く
世
に
益
す
る
た
め
に
と
、
木
版
刷
に
て
出

版
し
た
。

日
本
で
は
、
麦
、
粟
、
稗
等
の
混
食
が
常
食
で
、
腹
一
杯
白
米
飯

を
食
べ
る
こ
と
が
栄
養
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
き
、
’
八
二
七
年
英

人
両
目
目
は
糖
質
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
を
三
大
栄
養
素
と
す
る

発
表
を
行
い
、
一
八
三
八
年
藺
人
冨
巨
巨
胃
は
、
た
ん
ぱ
く
質
こ
そ
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最
良
の
栄
養
素
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
面
８
国
口
の
名
称
を
与
え

た
。
エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
和
蘭
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
学
説
を
習
得
し

て
来
朝
し
、
一
八
七
三
年
大
阪
病
院
で
の
医
学
講
義
・
薬
物
学
（
第

二
○
巻
）
に
お
い
て
、
彼
は
さ
ら
に
無
機
質
の
重
要
性
を
も
加
え
て
、

「
蛋
白
質
、
脂
質
、
糖
質
、
無
機
塩
類
」
の
四
大
栄
養
素
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
述
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
開
院
に
際
し
病
院
給
食
献
立
を

指
導
し
、
毎
日
各
等
の
昼
食
に
は
魚
を
、
夕
食
に
は
ビ
ー
フ
ス
テ
ー

キ
・
牛
肉
を
献
立
し
た
。
当
時
日
本
一
の
経
済
都
市
で
あ
る
大
阪
の

中
心
地
、
船
場
の
商
家
で
の
常
食
は
「
朝
か
ゆ
や
昼
一
菜
に
、
夕
茶

漬
（
阪
大
宮
本
又
次
教
授
）
」
に
比
す
る
と
、
現
在
か
ら
み
て
も
栄
養
豊

富
な
病
院
給
食
が
献
立
さ
れ
た
。

エ
ル
メ
レ
ン
ス
は
医
学
教
育
に
お
い
て
、
四
大
栄
養
素
に
つ
き
日

本
で
最
初
に
講
述
し
た
医
師
で
あ
り
、
実
際
栄
養
学
と
し
て
、
栄
養

豊
富
な
、
病
院
直
営
の
病
院
給
食
を
日
本
で
最
初
に
実
践
し
た
偉
大

な
医
養
学
者
で
あ
る
。

そ
の
後
一
九
○
○
年
代
に
至
り
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
発
見
さ
れ
て
、

現
在
は
五
大
栄
養
素
時
代
と
な
っ
た
。
こ
の
病
院
は
、
の
ち
府
立
大

阪
医
科
大
学
、
大
阪
帝
国
大
学
、
大
阪
大
学
附
属
病
院
へ
と
発
展
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）

『
扁
倉
伝
割
解
』
は
尾
張
藩
医
学
訓
導
・
浅
井
政
直
（
図
南
・
一
七
○

六
’
一
七
八
二
）
が
万
感
の
抱
負
を
こ
め
て
著
わ
し
た
『
史
記
』
扁

鵲
倉
公
列
伝
の
註
解
書
で
あ
る
。
割
解
の
語
は
扁
鵲
伝
の
中
の
「
皮

を
割
き
、
肌
を
解
く
」
に
由
来
す
る
。
解
剖
釈
義
し
て
粗
意
を
得
た

も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

浅
井
家
は
盛
政
（
延
斉
）
が
医
系
を
草
創
し
て
よ
り
累
代
わ
が
国

に
展
開
さ
れ
た
伝
統
医
学
（
漢
方
）
の
命
脈
を
保
持
し
た
。
図
南
は
そ

の
中
興
期
に
際
し
て
、
祖
父
正
純
、
父
正
仲
ら
が
ひ
と
た
び
根
づ
か

せ
た
医
方
を
更
に
浸
透
さ
せ
、
明
和
・
安
永
年
間
（
十
八
世
紀
後
半
）

以
降
の
、
そ
の
在
り
方
を
模
索
し
た
先
達
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
活

躍
期
は
、
吉
益
東
洞
が
京
都
に
お
い
て
万
病
一
毒
に
約
言
さ
れ
る

「
古
方
」
を
唱
え
、
『
類
聚
方
』
に
代
表
さ
れ
る
方
証
相
対
、
随
証
理

剤
の
考
え
方
を
徹
底
化
し
た
独
特
の
医
学
理
論
を
実
践
し
た
頃
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
。

浅
井
図
南
『
扁
倉
伝
割
解
』
を
め
ぐ
っ
て

荒
木
ひ
ろ
し
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